
高石の小・中学校の教育条件等の改善を求める要望書  

 

 日 々 、子 ども・生徒 達 に最 良の も のを 与 えよ うと 教 職員 は教

育活 動を 行 って いま す 。その よ うな 教育 実 践を 後押 し する 上で 、

以下 の教 育 条件 改 善等 は 必要 最 低限 の もの と 考え ま す。 ぜ ひ、

一刻 も早 く 実現 して く ださ い 。 

 

【要望項目】 

（１）すべての教室にエアコンを設置してください。特にすべての

支援学級への設置を急ぐとともに、未設置の特別教室への設置

を速やかに行ってください。  
さらに、空調設備の補修や総合的なメンテナンス等については、

特別な予算を組むなど教育委員会の責任で実施してください。 

（２）トイレの改善ならびに改修について必要な予算措置を行い、

特に洋式トイレの設置数を増やしてください。 

（３）各校の消耗品費、備品費を増額してください。また、紙代・

コピー代・インク代などをＰＴＡ予算・学級費等で負担しない

よう各校を指導してください。 

（４）小学校の校務員、警備員をそれぞれ専任で、常時配置してく

ださい。 

（５）小・中学校の３５人以下学級が、早期に実施されるよう府や
国にはたらきかけてください。また、それが実現していない段

階でも、市独自で小・中学校の３５人以下学級の措置を取って

ください。 
さらに、次のような教育条件の時は、市独自の負担で教員を加配

してください。  

   ・支援学級在籍児童・生徒を通常学級にダブルカウントした

時、１クラスの人数が４０人を超える学級がある場合に、

教員を加配し学級数を増やしてください。 

   ・来年度小学校 3 年生の学級編成において、学級減がみこま

れる時は、教員を加配し学級数を維持してください。 

（６）中学校教育に大きな歪みをもたらしている「大阪府チャレン

ジテスト」に参加しないでください。また、中止を府教委に求

めてください。 

とりわけ、同テスト結果をもとに、強制的に個人の評定を変更さ

せたり、中学校の評定範囲を決めたりすることについては、即刻中

止するよう府教委に強く求めてください。 
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子どもたちのために、最善の教育条件を確保しよう！ 泉北教組への加入をうったえます。

№２０５２ 泉北教育 ２０１６年９月２６日 （２）
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